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研究成果の概要（和文）：本研究では，さまざまなデータを動的に統合し，ユーザに必要な情報

を届けることができるデータ基盤を構築する技術を開発する．そのために，インターネット上

に大量に存在する様々な結合データ同士の意味的な関係を自動的に発見することができる新た

なデータ統合技術の開発を行った． 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop a technology to construct 
data infrastructure that can dynamically integrate various data with semantics, and 
deliver it to users. In order to do it, we developed a novel relation discovery method for 
semantic integration. 
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１．研究開始当初の背景 

Ｗｅｂには，様々な情報が掲載され，

それらの情報が人々の意思決定に大きな

役割を果たしている．しかし，現在のＷ

ｅｂは，意思決定に必要な情報を人手で

収集，統合しなければならない．そのよ

うな作業を自動化するため，セマンティ

ックＷｅｂにおいて，様々なデータを結

合データ（Linked Data）と呼ばれる形

式で公開する試みが行われている．結合

データは，辞書的な語のデータや地理の

データ，アーティストの人物データなど

様々なデータを特定のデータ形式で表し

たものであり，それらをお互いに関係づ

けることで，意味的な情報処理を機械に

行わせる基盤としている．これにより，

分散したデータを透過的に扱うことが可

能となる．この試みは 2007 年頃から始ま
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り，2009 年春の時点で，42 億個のデー

タが公開されるなど，急速に広まってい

る．しかし，これらのデータは，各々，

独立に作られているため，意味のある情

報検索，情報統合を行わせるには，お互

いの結合データ同士を意味的に関連付け

なければならない問題点がある．本研究

では，この問題を結合データ連結問題と

呼ぶ．たとえば，駅名データベースに入

っている「東京」は，都道府県データベ

ースに入っている「東京」と同じ文字列

であるが，位置情報としては包含関係に

なっており，このような意味的な関係づ

けが無い限り，知的な処理を行わせるこ

とは難しい．そのため，大量の結合デー

タに対して，お互いの意味的な関係づけ

を自動的に行う手法の開発が喫緊の課題

となっている．  
国際的にも，データ間の意味的な関係

付けをいかに行うかという研究が多く

なされており，特にセマンティックＷｅ

ｂの研究ではその動きが顕著である．セ

マンティックＷｅｂにおいて，意味を取

り扱うためには，オントロジーを用いる

ものとされた．そのため，オントロジ

ー・アライメント問題の解決は，大きな

焦点となった．この問題に対し，2004
年より共通データセットによるコンペ

ティション形式の国際性能評価研究会

が毎年開かれ，多数の参加者を得ている．

しかし，2007 年に結合データの概念が

提起されると，セマンティックＷｅｂの

研究では，結合データが研究の中心の一

つとなり，多くの結合データが公開され

るに従って，結合データ連結問題が大き

な課題となってきた．  
 
 

２．研究の目的 

本研究の目的は，大量の結合データに

対して，お互いの意味的な関係づけを自

動的に行う手法の開発である．そこで，

本研究では，次を実施することによって，

研究の目的の達成を試みる． 

・言語の類似性などを利用したオントロ

ジー・アライメント技術と，大規模な

グラフを取り扱うリンク・マイニング

技術の組み合わせによる結合データ

の高精度な自動関係付け手法の開発 

目的の達成のためには，研究代表者が，

これまでに開発してきた，機械学習に基

づくオントロジー・アライメント手法に，

大量のデータを取り扱うことができる

リンク・マイニングの手法を統合してい

くことが，これまでの研究より有効であ

ると考えられる．そのため，これらを有

機的に融合した新たな手法を開発する

ことで，結合データ連結問題の解決を図

る． 
 
 
３．研究の方法 

本研究では，言語の類似性などを利用
したオントロジー・アライメント技術と，
大規模なグラフを取り扱うリンク・マイ
ニング技術を組み合わせることにより，
結合データの高精度な自動関係付けす
る機構を新たに開発し，結合データ同士
を意味的に関連付けする問題の解決を
図った． 
２年間の研究は，下記のような形式で

遂行した． 
 

（１） ２０１０年度 
２０１０年度は，研究の初年度
に当たるため，主に研究に必要
な環境の整備に焦点を当て，下
記の２つに分けて研究開発を実
施した． 

① 結合データの収集と研究用大
規模データセットの開発 
 本研究を開始するに当たり，
あらかじめ，分散して存在する
結合データを収集し，手元の計
算機において，研究ができるよ
うな環境の整備を行う．そのた
めの結合データの収集，および，
結合データを容易に利用でき
るようなデータベース環境，デ
ータセットの開発を行った． 

② オントロジー・アライメント手
法，リンク・マイニング手法の
適用による意味関係の解析 
これまでに，開発してきた機

械学習技術に基づくオントロ
ジー・アライメント手法，リン
ク・マイニング手法を適用する
ことによって，データの意味に
関する特性を明らかにした．こ
れにより，オントロジー・アラ
イメント手法，リンク・マイニ
ング手法を組み合わせた効果
的な手法を開発するための基
礎データを得た． 

 
（２） ２０１１年度 

２０１１年度は，２０１０年度



に整備した研究環境を用いた

解析結果に基づき，以下の２つ

に分けて研究開発を行った． 

① オントロジー・アライメントと

リンク・マイニングを融合した

精度の高い結合データの意味的

な関係づけ手法の開発 

   本研究では，データ間の意味

的な関係づけをおこなうため

に，クラスターベースの類似度

統合システムを作成した．実験

した結果，従来手法よりも高い

精度で，意味的な関係を抽出で

きることが示され，情報同士を

精度高く意味的に統合できる

ことが可能となった． 

② 大量の結合データへの対処方法

の開発 

大量の結合データを取り扱う

ために，本研究では結合データ

から必要な部分のみを抽出して

，意味的な統合を行う手法を開

発した．本手法により，取り扱

うデータ量を大幅に減らしなが

ら，結合データの統合を行うこ

とが可能となった． 
 
 

４．研究成果 
（１） ２０１０年度 

前章で述べた研究で得られた成
果に基づき，論文３本の出版を
行った．以下，それぞれの論文
の概要を記述する．なお，冒頭
の番号は，「５．主な発表論文等」
に記載されている論文番号と対
応している． 
④ 単語同士の意味的な類似度

を計測するための新たな指
標を提案し，実験的に評価
を行った． 

⑤ 既存のデータベースから，
結合データを自動的に生成
する機構を開発した． 

⑥ 様々な類似度尺度に対して，
機械学習手法などを利用し
て分析を行った． 

 
（２） ２０１１年度 

前章で述べた研究で得られた成
果に基づき，論文３本の出版を
行った．以下，それぞれの論文
の概要を記述する．なお，冒頭
の番号は，「５．主な発表論文等」
に記載されている論文番号と対

応している． 
① さまざまな類似尺度を統合

するためのクラスターベー
スの手法を提案し，実験的
に評価を行った． 

② 結合データを意味的に統合
するために，オントロジー
を自動構築して利用するこ
とを提案した． 

③ 大量の結合データの中から，
必要な部分のみを抽出する
ことによって，オントロジ
ーの自動構築を効率化する
手法を提案し，実験的に評
価を行った． 
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